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研究成果の概要（和文）：開発途上国の理数科教育開発において、カリキュラムや教員研修が外部から持ち込まれたモ
デルに影響を受けることが問題となっている。それに対して、当該国での専門的知識や専門家集団の形成が求められて
いる。そこで本研究では、教員教育としての授業研究とそこで形成・共有される専門的知識に注目した。調査対象国で
実施中の国際協力プロジェクトと共同しながら調査を進め、授業研究による専門家集団の形成、専門的知識の生成・共
有が見られた。他方で、組織的で自立的に授業研究を行っている国においても、専門的知識は形成途上であり、脆弱性
を抱えていることも分かった。

研究成果の概要（英文）：In the developing countries, curriculum and teacher education in mathematics and 
science education are under influence of the models brought in from the advanced countries. It is 
regarded as problematic for endogenous development of education in those developing countries. 
Professional knowledge and community should be established for resolution of this problem. In this 
research, we pay attention to lesson study and the knowledge which is produced through it. Through the 
field survey, formation and sharing of professional community and knowledge are observed and recorded. On 
the other hand, even in the country, which conducts the lesson study in the most organized and autonomous 
manner, knowledge formation is still on the way and that process is very fragile.

研究分野：数学教育、国際教育協力
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１．研究開始当初の背景 
理数科教育は、我が国の教育協力における
柱の一つである。我が国の社会変革期、特に
明治維新や戦後の復興期において、理数科教
育が果たした役割は大きい。そしてわが国が
支援するアフリカ・アジア諸国は、今伝統社
会を変容させ近代化を図ろうとしており、理
数科教育の役割は大きい。ところがその根幹
をなす学校カリキュラムや教員教育などに
関して、先進国からモデルを借用することが
多く、その意味で外部性を有している。それ
に対して、各社会はその固有性に応じたモデ
ル形成のための専門家集団・知識を必要とす
る。そこでは内発的発展の考え(鶴見 1989)
が不可欠である。従来は、先進国が外発的な
社会発展のモデルを持ち込むことが多く、現
在も低開発に悩む国々は、その精神、方法論
において内発的、ボトムアップな姿勢が求め
られる。そのような中、近年、理数科教育開
発に授業研究を導入する開発途上国が増え
ている。 
日本では特段意識されてこなかったが、明
治時代より続く授業研究には、開発途上国で
内発的発展を考える上で重要な二つの特徴
がある。はじめに実践との近接性である。教
育課題を授業という形で解決していくこと
は、教員にとって親和的である。したがって
学校、教員養成校、大学などの教員が専門家
集団（実践共同体）（Lave & Wenger 1991; 
Wenger 1998）を形成し、自らの実践を反省
的に捉えることで、実践の理論化（＝専門的
知識）を可能とする。二番目に挙げられるの
は、授業研究は教員の個々の実践変容のみな
らず長期的・集団的な専門性形成の視点を内
包する点である。この「実践との近接性」そ
して「個と集団の相互形成」の観点は、植民
地の影響下で形成された偏向した教育観に
対して代替案を提供し、専門性の高まりと同
時に新たな価値観（Bishop,1991）やアイデ
ンティ(Wenger,1998)を形成することに繋が
る示唆を提供する。 
以上を踏まえて、本研究では、理数科教育
の内発的発展を目指し、実践を元にした個と
集団の相互形成という課題に取り組む。 
 
２．研究の目的 
本研究では、近年先進国に加え、開発途上
国でも取り入れられている教員教育としての
授業研究（Stigler & Hiebert, 1999; 
Takahashi, 2000; Lewis, 2002）とそこで形
成共有される専門的知識とアイデンティティ
に注目してフィールド調査を行い、開発途上
国の理数科教育開発における専門家集団（実
践共同体）形成の初期的段階を分析・記述す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ザンビア、ケニア、バングラ
デシュ、カンボジアの4カ国を対象に次の3点

を行う。（１）教員教育制度に関する政策文
書の分析や教育省関係者などへのインタビュ
ー、（２）教員教育、特に授業研究の参与観
察による実態把握、専門的知識や専門家集団
（実践共同体）の形成についてインタビュー
調査を行う。研究内容・方法の妥当性を高め
るために、現地大学の研究者と共同にて行う。
（３）（１）と（２）の関係性について、専
門的知識とアイデンティティを鍵として、収
集されたデータの解釈学的方法で両者の統合
的分析と記述を行った。 
 
４．研究成果 
 文献調査およびフィールド調査の結果、以
下の 4点が明らかにされた。 
(1)専門的知識の規定 
 東南アジア理数科教育センター(RECSAM)
の招待があり、東南アジア地区における教師
の専門的力量について規定した。その際に、
力量を単に個人的なものとせずに、集団にも
属するものとして捉えることに貢献した。 
(2)専門的知識の歴史的生成 
(1)の集団的力量と関係して、日本の事例
を取り上げて、専門的知識、価値観の生成に
ついて歴史的視点から議論した。そのことは、
海外でよく見られるプロジェクト型授業研
究の議論で抜けている視点である。ともすれ
ば、日本においては歴史の過程で当然になっ
ていることが、その自明性、透明性ゆえに、
海外では見過ごされがちである。それがどの
ように変遷してきたかを議論した。 
(3)事例：バングラデシュ、ザンビア 
4 カ国で調査を行った。その内、次の二カ
国が記述・分析において、先行している。 
ザンビアでは、国際協力プロジェクトがあ
り、協働しながら研究を進めた。教材研究に
基づく専門家集団（教材研究チーム）が形成
されている。彼らが実施した授業研究などの
資料により、専門的知識（例：鍵質問）など
が共有されているものの、それらの深化・展
開には、更なる時間が必要なことが分かった。
専門家集団の形成とその記述のために、現在
も共同研究を続けている。 
バングラデシュでは、国際協力プロジェク
トがあり、協働しながら研究を進めた。教師
のネットワーク（TSN）を政策として打ち立
てたものの、その実質化に課題を感じた政府
は、授業研究を取り入れた。協力隊員が派遣
されていた初等教員養成校（2 校）を調査し
たところ、バングラデシュ小学校教員が抱え
る基礎知識（教えるための数学的知識）の低
さと、養成校教員の伝統的教育観に課題があ
ることが分かった。 
4 カ国の調査を通して、次の諸点が明らか
になった。 
① 各国で養成教育のみならず、現職教育、
特に授業研究が取り組まれていること
が分かった。 
② ①を踏まえて、フィールド調査を通し



て、授業研究がおこなわれている実態
を明らかにした。一番組織的に行って
いるザンビアで、国レベルの専門家集
団が形成されて自立的に動いていた。 
③ 彼らの専門的知識については、形成途
上であり、脆弱性を抱えている。しか
し内発的視点からは、このような形成
途上に生まれてくる内省的な課題意識
をいかに育てていくかが重要であるこ
とが分かった。 

(4)数学教育の内発的発展 
 以上の諸点を統合する視点として、数学教
育の内発的発展を提案した。子どもの学習、
教員の学習、教員集団の学習とレベルを分け
ることで、単に教員個々の能力が高まるだけ
でなく、専門家集団が形成されて、専門的知
識を形成・共有・蓄積・発展させていく過程
として捉えることを提案した。 
 
 以上の研究成果は、国内的に見て、社会文
化的側面の研究が活発ではない中で、数学教
育開発における歴史や社会の持つ意味につ
いて明らかにしたと言える。また国際的な視
点から見て、抜け落ちている点について明ら
かにしたと言える。授業研究を教員教育の一
環として取り入れる動きが盛んであるが、本
研究のように授業研究を内発的発展の場と
して捉える視点はほとんど見られない。 
 以上の二つから、たとえば授業研究国際会
議（WALS）で行った提案では、授業研究の大
家である Catherine Louis 氏などから賞賛を
受けた。 
 今後の課題と展望について、次の二点を念
頭に置いている。 
 一つ目は、日本の数学教育における社会
的・歴史的研究である。授業研究によって注
目されるようになってきた日本の数学授業
であるが、その中では目に見える成分への注
目に偏っている。しかし、本質的な部分は長
期的に生成されたため、その過程で表面から
表面下にもぐっていってしまった可能性が
高い。それを、再度表面に浮かび上がらせる
努力が重要である。 
 二つ目は、上記の点が開発途上国に示唆す
ることである。開発途上国も、日本と同じ年
数をかける必要性が必ずしもない。むしろど
のような視点で数学教育開発を捉えるのか
が重要である。子どもの学習には構成主義が、
教員の学習には構成主義と反省的実践家が
必要である。それに対して、専門家集団は集
団としての学びであるために、社会的・構成
的な視点としての内発的発展が不可欠であ
ろう。今後はこれを具体化していくためのよ
り詳細な分析が必要となってくる。 
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